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自動車用トランスミッションに使用するベアリングの破損が、ギヤの摩耗粉等
の硬質異物の噛み込みで転がり面に生じる圧痕により引き起こされることに着
目し、ベアリング内部への異物の侵入を防止する目的で1980（昭和55）年に発
明されたベアリングである。本来グリース潤滑で用いるシール付ベアリングを
トランスミッションの潤滑油中で使用することで異物をシールリップでろ過
し、清浄な油のみをベアリング内部に招き入れて潤滑するという独創的な発想
で世界に先駆けて開発され、自動車用トランスミッションの耐久信頼性向上に
大きく貢献した。本資料は量産中のベアリングであるため発明当時の製品は保
存されていないが1984（昭和59）年に設計された製作図面が残されている。こ
の技術はその後「油浴はねかけ潤滑」で使用されるベアリング全般に応用され
世界中に広く普及した点で重要である。
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